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一
 

一
 

「
 

一
 

(12月1日現在） 

乙670 人 

3.7 0 5 人 

&965 人 

2.0 9 0 戸 

ロ
 
男

女

数

 

帯
 

人
 

世
 

香
典
返
し
の
お
礼
 

故
 
稲
富
千
年
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
稲
富
治
郎
氏
か
ら
方
城
町
長
 

寿
会
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
 

し
た
。
本
会
の
た
め
に
有
意
義
 

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

方
城
町
長
寿
会
 

会
長
 
永
野
忠
男
 

中央公民館着工な る 

隻窟篇豆＞活動のセノターとしてク 
起
工
式
 

、

〈

」

 

、

」

 

と
こ
ろ
 

年

未

は

ド

 ロ
 
ボ

ー

の

多

発

期

で

す

 

戸

締

り

 に
 
充

分

ご

注

意

を

ノ

 

一
、
本
年
の
一
月
ー
九
月
ま
で
 
（ 82 

%
）
は
盗
犯
で
す
。
 

田
川
市
一
六
〇
件
、
香
春
町
 

の
犯
罪
発
生
状
況
は
一
二
九
六
一
一
、
ド
ロ
ボ
ー
の
手
口
 

一
「
ハ
件
、
糸
田
町
一
八
件
、
金
 

件
で
、
そ
の
う
ち
一
〇
六
四
件
 

ド
ロ
ボ
ー
の
中
で
も
侵
入
盗
 
田
町
一
二
件
、
方
城
町
三
一
件
 

即
ち
、
あ
き
す
、
忍
び
こ
み
、
 

赤
池
町
一
二
件
、
赤
村
一
四
件
 

な
ど
の
ド
ロ
ボ
l

が
四
七
四
件
 
四
、
あ
き
す
狙
い
の
時
間
帯
は
 

と
盗
犯
の
 44 

％
を
占
め
て
い
ま
 

あ
き
す
は
昼
食
時
か
ら
買
物
 

す
。
な
か
で
も
、
あ
き
す
の
二
 
に
い
く
時
間
帯
が
一
番
多
く
狙
 

七
三
件
が
目
立
つ
て
い
ま
す
。
 

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

空
巣
二
七
三
件
、
自
転
車
、
 

六
時
2
八
時
一
件
、
九
時
ー
 

オ
ー
ト
バ
イ
ー
九
五
件
、
車
上
 
十
一
時
七
二
件
、
十
二
時
ー
十
 

狙
い
七
〇
件
、
忍
び
込
み
六
O
 
四
時
九
十
九
件
、
十
五
2
十
七
 

件
、
自
動
車
四
〇
件
、
そ
の
他
」
ハ
七
件
、
十
八
時
ー
二
二
時
一
一
 

皆
さ
ん
が
『
か
ぎ
か
け
』
を
励
 

行
し
て
頂
き
ま
す
と
防
止
で
き
 

る
被
害
で
す
。
 

施
錠
忘
れ
一
二
〇
件
、
あ
け
 

は
な
し
十
一
件
、
戸
締
り
は
ず
 

し
十
三
件
、
錠
あ
け
十
三
件
、
 

設
備
な
し
十
七
件
、
錠
や
ぶ
り
 

二
四
件
、
ガ
ラ
ス
破
り
五
〇
件
 

そ
の
他
の
破
壊
二
五
件
、
そ
の
 

他
三
件
 

六
、
侵
入
口
は
 

空
巣
ド
ロ
が
一
番
狙
う
と
こ
 

ろ
は
、
勝
手
口
で
裏
出
入
口
に
 

表
出
入
口
の
補
強
は
ぜ
ひ
し
た
 

い
も
の
で
す
。
 

勝
手
口
七
六
件
、
裏
出
入
口
 

六
七
件
、
窓
五
八
件
、
縁
側
四
 

七
件
、
非
常
口
十
件
、
そ
の
他
 

八
件
 

四
二
五
件
 

九
件
、
不
詳
六
件
 

田
川
警
察
署
 

三
、
多
発
地
区
 

五
、
侵
入
手
段
は
 

あ
き
す
狙
い
は
、
ど
の
地
城
 

被
害
原
因
は
、
か
ぎ
の
『
か
 

に
多
く
発
生
し
て
い
る
で
し
よ
 
け
忘
れ
』
が
最
も
多
く
、
全
体
 

う
か
。
 

の
 50 

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
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◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
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昌
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】
、
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
 

、
j
 

別
給
付
に
つ
い
て
 

(
‘
へ
）
 

昭
和
十
二
年
七
月
七
 

ノl
‘、 

日
か
ら
昭
和
十
六
年
 

十
二
月
七
日
ま
で
の
間
に
勤
 

⑧
 

六
年
十
月
一
日
に
お
い
て
特
 

別
遺
族
年
金
（
復
員
後
死
亡
 

し
た
こ
と
）
を
受
け
ら
れ
る
 

よ
う
に
な
つ
た
軍
人
若
し
く
 

は
準
軍
人
の
妻
で
昭
和
四
十
 

特
別
弔
慰
金
受
給
者
に
は
子
 

供
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
書
き
 

添
ま
す
。
 

援

護

関

係

 に
 
つ
 
い
 
て
 

お
 
知
 
ら
 
せ
 

（
そ
の
2
) 
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務
に
関
連
し
て
傷
病
に
か
か
 

ー
 

h
ノ
、
こ
わ
に
よ
十
J
田
 

、
日
一
 
和
三
十
八
年
三
月
」
 

昭

和

 47 

年

 12 

月

5

日
 

ノ
n
U
、
 

十
一
日
以
前
に
死
亡
 

町

民

グ

ラ

ン

ド

よ

こ

建

設

現

場

 

し
た
こ
と
に
よ
り
昭
和
四
十
 

六
年
十
月
一
日
に
於
て
妻
が
 

生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
こ
と
 

注
 
十
一
月
号
町
報
に
掲
載
 

の
戦
残
者
の
遺
族
に
対
す
る
 

そ
の
他
援
護
関
係
に
つ
い
て
 

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
 

お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

（
次
回
に
つ
づ
く
）
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第67号 昭和47年12月15日 広 報 ほ う じ よ う （二） 

「
納
税
強
調
月
間
」
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
 

町
で
は
 12 

月
1

日
よ
り
 12 

月
 
ま
し
よ
う
。
 

30 

日
ま
で
を
町
税
の
納
税
強
調
 

（
徴
収
業
務
は
 12 

月
 30 

日
ま
で
 

月
間
と
し
て
運
動
を
進
め
て
お
 
行
い
ま
す
）
 

り
ま
す
。
 

⑨
納
税
で
築
く
豊
か
な
福
祉
の
 

税
金
は
 12 

月
 30 

日
ま
で
に
納
め
 
町
 

⑨
 
滞
納
の
な
い
明
る
い
納
税
 

⑥
 
納
税
で
築
こ
う
明
る
い
町
 

づ
く
り
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⑨
 

⑧
 

⑧
 

⑧
 年

末
は
、
気
ぜ
わ
し
 

い
も
の
で
す
。
 

車
は
、
慎
重
に
運
転
 

し
ま
し
よ
う
。
 

飲
ん
で
乗
る
 

あ
な
た
は
天
国
 

家
族
は
地
獄
 

飲
食
し
た
と
き
は
 

公
給
領
収
証
を
受
取
り
ま
し
よ
う
 

福
岡
県
で
は
、
皆
さ
ん
に
公
食
ま
た
は
宿
泊
休
憩
そ
の
他
の
 

給
領
収
証
を
必
ず
受
け
と
つ
て
 
利
用
行
為
を
し
た
と
き
、
そ
の
 

も
ら
う
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
 
料
金
に
対
し
て
一
剖
の
課
税
が
 

す。 

さ
れ
る
も
の
で
す
。
 
こ
の
よ
う
 

公
給
領
収
証
は
ガ
料
理
飲
食
 
な
と
き
は
必
ず
公
給
領
収
証
を
 

等
消
費
税
ガ
】
を
納
め
る
し
る
し
 
お
受
取
り
下
さ
い
。
 

に
渡
す
も
の
で
、
料
理
店
用
、
 

旅
館
、
飲
食
店
‘
喫
茶
店
で
 

旅
館
用
、
飲
食
店
用
、
の
三
種
 
は
免
税
点
が
適
用
さ
れ
て
課
税
 

類
が
あ
り
ま
す
。
 

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
こ
の
 

た
と
え
ば
、
料
亭
、
料
理
店
 
と
き
は
領
収
証
の
発
行
を
免
除
 

バ
ー
、
キ
ヤ
バ
レ
ー
、
旅
館
、
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

飲
食
店
、
喫
茶
店
等
で
遊
興
飲
 

福
岡
県
田
川
財
務
事
務
所
 

r
、
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‘
ト
ー
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‘
り
4
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消

防

団

員

 の

皆

さ

 ん
 
へ 

出

初

式

 の
 
お

知

ら

 せ
 

1
月
7

日
 
午
前
 
9
時
 30 

分
開
始
 

「

晴

ー

 町
民
グ
ラ
ン
ド
 

（於）一 
一
雨
ー
方
城
中
学
校
体
育
館
 

ガ
運
転
免
許
証
の
更
新
時
講
習
 

は
昭
和
 47 

年
6
月
 15 

日
か
ら
各
 

試
験
場
で
実
施
し
ま
す
刀
一
 

1
 
更
新
時
講
習
に
つ
い
て
 

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
 

り
、
運
転
免
許
証
の
更
新
を
受
 

け
よ
う
と
す
る
者
は
、
公
安
委
 

映
画
な
ど
を
上
映
し
ま
す
。
 

3
 
受
付
時
間
は
 

受
付
時
間
は
各
試
験
場
共
つ
 

ぎ
の
通
り
で
す
 

午
前
の
部
 
10 

時
ま
で
 

午
後
の
部
 
14 

時
ま
で
 

4
 
講
習
時
間
は
 

免

許

証

お

も

ち

 の
 

方

 
へ
 
お

知

ら

 せ
 

更

新

時

 の

講

習

 は
 
ー
 

員
会
が
行
な
う
講
習
を
受
け
な
 
5
 
受
講
済
証
の
交
付
 

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

講
習
を
受
け
ら
れ
た
人
に
は
 
×響回数 
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講
習
は
、
各
試
験
場
で
更
新
 
『
安
全
運
転
講
習
済
証
』
を
交
 
7
 
免
許
証
の
交
付
は
 

手
続
き
の
際
行
い
ま
す
。
 

付
し
ま
す
。
 

免
許
証
の
交
付
は
従
来
ど
お
 

2
 
講
習
内
容
は
 

6
 
更
新
手
数
料
は
 

り
、
住
所
地
の
警
察
署
で
行
な
 

安
全
運
転
に
必
要
な
知
識
、
 

免
許
証
の
更
新
手
数
料
は
、
 

い
ま
す
o
 

交
通
法
令
の
解
説
や
交
通
安
全
 
七
百
円
で
す
。
 

ハ 
ン
タ
ー
の
 

皆
さ
ん
ク
 

こ
と
し
も
待
ち
 

に
待
つ
た
楽
し
 

い
狩
猟
の
シ
ー
 

．
ス
ン
が
や
つ
て
 

き
ま
し
た
。
 

狩
猟
は
、
ら
よ
 

つ
と
し
た
取
扱
 

い
の
間
違
い
で
 

事
故
を
起
し
ま
 

す
。
銃
の
取
扱
 

い
は
、
と
く
に
 

慎
重
に
し
て
事
 

故
の
な
い
楽
し
 

い
狩
猟
の
た
め
 

次
の
こ
と
に
注
 

意
し
ま
し
よ
う
。
 

り
ま
せ
ん
。
 

1
 
狩
猟
は
、
鳥
や
獣
を
撃
つ
 
2
 
猟
場
以
外
で
の
銃
の
携
帯
 

も
の
で
、
間
違
つ
て
も
人
を
撃
 
運
搬
は
、
弾
を
装
て
ん
せ
ず
、
 

つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
銃
を
人
 
銃
ロ
を
人
に
向
け
た
り
引
き
金
 

狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
が
 

や
つ
て
き
ま
し
た
 

銃
の
取
扱
い
は
慎
重
に
ク
】
 

の
い
る
建
物
、
乗
物
な
ど
の
方
 
に
絶
対
手
を
ふ
れ
な
い
よ
う
に
 

向
に
向
け
て
発
砲
し
た
り
、
市
 
致
し
ま
し
よ
う
。
 

街
地
・
道
路
・
神
社
・
お
寺
な
 
3
 
猟
場
で
は
、
物
音
や
草
む
 

ど
で
の
狩
猟
は
絶
対
し
て
は
な
 
ら
の
動
き
な
ど
で
早
合
点
す
る
 

福
岡
県
警
察
 

の
が
一
番
危
険
で
す
。
 
グ
ル
ー
 

プ
で
出
か
け
た
と
き
は
、
お
互
 

い
の
位
置
を
確
か
め
あ
い
、
は
 

つ
き
り
獲
物
を
確
か
め
て
か
ら
 

撃
つ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

4
 
石
や
竹
、
水
面
な
ど
に
弾
 

が
当
る
と
、
は
ね
か
え
つ
て
思
 

わ
ぬ
方
向
に
弾
が
飛
ん
で
行
く
 

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
流
れ
弾
に
 

は
特
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

5
 
銃
は
分
解
し
、
弾
と
別
4
 

に
カ
ギ
の
か
か
る
保
管
庫
に
保
 

管
し
、
車
の
中
な
ど
に
放
置
し
 

て
盗
ら
れ
ろ
こ
と
の
な
い
よ
う
 

盗
難
防
止
に
努
め
ま
し
よ
う
。
 


